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トピックス トピックス 
日本消防長官表彰を受賞 

親子寄せ植え教室 語り　まなび　伝えよう 

民間自治功労者表彰を受賞 日本消防長官表彰を受賞 民間自治功労者表彰を受賞 

親子寄せ植え教室 語り　まなび　伝えよう 

行方市北浦消防団が日本消防長官表彰とし

て竿灯綬
かんとうじゅ

を受賞されました。

この表彰は、防災思想の普及、消防施設の

整備その他の災害の防御に関する対策につい

て優秀であり、他の模範となる消防団に対し

て行われるものです。受賞された北浦団長有

馬七郎さんは、「今後とも火災や災害から地域

の住民の生命財産を守るべく、広報活動を初

め、日々訓練に励みます」と話していました。

２月14日、茨城県市町村会館において、

茨城県民間自治功労者表彰式が行われました。

受賞された 瀬徳造さん（西蓮寺）は、「これ

からも住民の役に立てるよう、努力したい」

と語りました。

瀬さんは、旧玉造町の民生委員や区長と

して、住民の相談役や行政との橋渡し役を担

い、ボランティア活動も積極的に取り組まれて

きました。現在は行方市民生委員児童委員協議

会会長として、会の発展に尽力されています。

2月19日、麻生町集落センタ－運営協議会

主催による親子寄せ植え（ハンギング・多肉

植物）教室や、親子太巻き寿司（チューリッ

プ、カタツムリ、桜）教室が親子30名の参

加で開催されました。この交流会は集落セン

タ－の活性化を目的に行われ、参加した親子

は貴重な経験を通して、楽しい有意義な一日

を過ごしました。会長の倉辻芳次さんは「集

落センタ－を通した交流事業で、地域の活性

化へつなぎたい」と語っていました。

２月18日（日）、レイクエコーにおいて鹿

行民話フォーラムが開催されました。

「子どもの家　菫
すみれ

の苑
その

」の園児と児童が、

見事な太鼓の演奏でオープニングを飾り、小

学生の民話発表では、行方市立玉造小学校の

児童が「河童の恩返し」を輪読しました。

民話の語りでは、麻生公民館講座の受講生同

志で結成した「人形劇団つくしんぼ」が、手

作りの大型紙芝居を披露しました。

表 紙
Phot
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沖洲地区及び玉造地区内に在住するアー

ティストとその作品の一般公開が行われます。

○日時 ４月８日（土）から10日（月）

午前10時から午後４時

○場所 行方市沖洲地区「芸術村」

○同時開催
・オカリナコンサート（4／８）

11：00／14：00特設広場（藤代デザイン前）

入場料　無料

・「天心焼」絵付け体験教室（４／８・９）

10：00～（藤代デザイン事務所）・有料

○問い合わせ
第2回オープンアート事業実行委員会
（玉造町商工会）� 0299－55－0581

地方税法第416条の規定に基づき、縦覧

を下記のとおり実施します。

１．場所　行方市役所
麻生庁舎税務課・北浦庁舎総務窓口課

玉造庁舎総務窓口課

２．期間　4月3日（月）から5月31日（水）まで
※土日祝日を除く

午前8時30分から午後5時15分まで

３．縦覧できる方
本市に所在する固定資産に係る納税者

（納税管理人・同居親族を含む）

４．必要な書類
本人の確認ができるもの

（課税明細書・納税通知書及び運転免許証等）

※上記以外の方が縦覧する場合は、納税者

の委任状が必要です。

◎この縦覧の制度は、固定資産税の納税者

が、自分の土地課税台帳等や家屋課税台帳

等に登録された価格を確認することができ

るよう、設けられた制度です。

○問い合わせ
麻生庁舎税務課　 � 0299－72－0811
北浦庁舎総務窓口課 � 0291－35－2111
玉造庁舎総務窓口課 � 0299‐55‐0111

〈学生アルバイト募集〉
期間：ゴールデンウィーク及び夏休み期間中
時給：700円
※詳細は、霞ヶ浦ふれあいランド担当磯山

第2回オープンアート事業

（芸術家の舞台裏）のお知らせ

平成18年度　土地価格等縦覧帳簿

及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧のお知らせ

霞ヶ浦ふれあいランドでは、様々な楽しい
イベントを行っています。皆さんのお越しを
お待ちしています。
○霞ヶ浦流域の名瀑「筑波山麓の滝」展
４月１日（土）から５月31日（水）まで
きれいな湖はみんなの願いです。湖水の水

源にある「滝」の写真をとおして、湖水再生
の「キーワード」を見つけましょう。
○ゴールデン・ウィ－クイベント
「お客さんコイまつり」
４月29日（土）から５月７日（日）まで
高さ60ｍのタワーから、約300匹の鯉のぼ

りがお客様をお迎えします。
４月29日（土）ミニコンサート

（玉造中学校ブラスバンド部）
５月３日（水）ミニコンサート

（土浦日本大学高等学校吹奏楽部）
５月４日（木）、５日（金）

ミニコンサート（アマチュアバンド）
５月６日（土）創作太鼓（北浦童太鼓保存会）
５月３日（水）～５日（金）フリーマ－ケット
※５月１日（月）は特別開館いたします。

※イベント期間中の開館時間は9：00～17：00です。

日曜日イベント
４月２日・23日　押し花絵体験会（先着80名様）
４月９日・16日・30日　ペーパークラフト（先着80名様）

入 館 料　大人６００円、子供３００円
開館時間　午前９時30分から午後４時30分

そのほかのイベント情報
○虹の塔ギャラリーにて展示会を開催
工芸盆栽展　　 4月4日（火）～4月30日（日）
ふるさとの自然展 5月3日（水）～5月28日（日）
※入場料　無料

鯉のぼりをお譲りください
ご家庭で不用となった鯉のぼ
りがありましたら、無料でお譲
り下さい。ご持参できない場合
は、お伺いします。

○問い合わせ　霞ヶ浦ふれあいランド
� 0299－55－3927

霞ヶ浦ふれあいランド

イベント情報！
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【国民年金】
○保険料額が改正
４月から来年３月までの国民年金保険料は、月
280円引き上げされ、月額13,860円となります。
国民年金保険料は、平成29年度まで毎年度月

額280円引き上げられ、最終的に月額16,900円と
なる予定です。これは、年金を支える力と給付の
バランスを取るためのものです。
［参考］基礎年金額の1/3（将来は1/2）は国庫負
担です。今後も保険料の改定が予定されています
が、国庫負担があることで、若者であっても平均
では納付した額の1.7倍以上の年金が受け取れる
計算となります。
○ご存知ですか？学生納付特例制度！
そして若年者納付猶予制度！
20歳以上の方は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりません。収入が少なく国民年
金保険料の納付が困難な場合は、納付が猶予され
る学生納付特例制度があります。
また、30歳未満の方であって、本人と配偶者の
収入が一定以下の場合ならば、国民年金保険料の
納付が猶予される若年者納付猶予制度があります。
これらの制度の申請を行わず、保険料が未納の
ままでは、不慮の事故等により障害が残ってしま
った場合に、障害基礎年金等を受けることができ
なくなります。
手続きは簡単です。学生納付特例・若年者納付
猶予制度は、市役所の国民年金担当窓口へ申請し
てください。
※学生は、申請の際に学生証を提示のこと

【年金給付関係】
○今年度の年金額は、0.3％引き下げ
平成17年の年平均の全国消費者物価指数が、

対前年マイナス0.3％であったため、平成18年度
の年金額は、前年度より0.3％少ない額となります。
満額の老齢基礎年金の場合は、月額200円ほど

引き下げとなります。
今年４月分から新しい年金額となりますので、

６月の定期支払（４月分と５月分）から年金額が
変更となります。
○障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給で
きるようになりました
障害を持ちながら働いたことが評価される仕組
みとして、平成18年度から、65歳以上の方は、
障害基礎年金と老齢厚生年金、あるいは障害基礎
年金と遺族厚生年金を、あわせて受給（併給）す
ることができるようになりました。
なお、併給を申請する場合は、選択申出書を提
出してください。
○問い合わせ
年金被保険者用ねんきんダイヤル
� 0570－05－1165
年金受給者用ねんきんダイヤル
� 0570－07－1165
http://www.sia.go.jp/

４月から年金制度が変わります
相談に来る方は、身体障害者手帳（戦傷病者手
帳）と印鑑をご持参ください。
また、日程が変更となる場合がありますので、

各庁舎の福祉課（室）へ、ご確認ください。
◆麻生公民館会場　4月7日（金）、10月6日（金）
◆北浦公民館会場　7月7日（金）、19年1月12日（金）
◆玉造庁舎相談室会場　5月12日（金）、12月8日（金）
※時間は全て午前10時～正午
○問い合わせ
行方市玉造庁舎社会福祉課 � 0299－55－0111
麻生庁舎市民窓口室 � 0299－72－0811
北浦庁舎市民窓口室 � 0291－35－2111

玉造地区では、毎年４月に敬老会を実施するこ
とが恒例となっています。本年度も75歳以上の
方を対象に、下記のとおり実施いたします。

※麻生地区・北浦地区の敬老事業については、
70歳以上の方を対象としていましたが、18年
度からは75歳以上の方を対象とし、各関係機
関と検討の上９月に実施する予定です。事業内
容については、早急に統一できるよう進めてい
ますが、それまでは内容が異なる場合がありま
す。ご了承くださるようお願いいたします。
○問い合わせ
行方市玉造庁舎　介護福祉課　高齢福祉係
� 0299－55－0111

平成3年より活動してまいりました北浦国際交
流協会は、三町合併により4月から名称を「行方国
際交流協会」と改め、在住外国人のための支援並び
に交流活動を行方市全域に広げていこうと考えて
います。これに伴いまして、麻生地区、玉造地区の
会員を募集しています。現在、毎週金曜日の午後7
時から、北浦公民館で在住外国人のために日本語
教室を実施しておりますが、お手伝いいただける
ボランティアの人数が不足しています。経験の有
無は問いませんので、興味のある方は、ぜひのぞ
いてみてください。また、4月下旬～5月開始の予
定で、「日本語ボランティア育成講座」が行われま
すので、関心のある方はどうぞ受講してください。

○詳しくは、行方国際交流協会　石上
いしがみ

まで
� 0291－35－2016

補装具等巡回相談の日程

敬老会（玉造地区）の開催について

北浦国際交流協会名称変更
および会員募集のお知らせ

月　日
4/ 8（土）
4/ 9（日）
4/16（日）
4/22（土）
4/23（日）

地区名
玉 川 地 区
手 賀 地 区
立 花 地 区
現 原 地 区
玉 造 地 区

場　　所
西　　蓮　　寺
天　　竜　　荘
白帆ドライブイン
玉 造 公 民 館
玉 造 公 民 館
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車
場
は
会
館
隣
の
市

営
駐
車
場
を
利
用
）

内
容

①
人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
保
有
者

の
た
め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

②
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展
示
、
説
明

参
加
料

無
料

申
込
期
間

４
月
20
日（
木
）ま
で

（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

茨
城
県
支
部
事
務
局

�
０
２
９
３
―
２
２
―
５
２
４
２

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

（
３
級
）
養
成
講
習
会

介
護
予
防
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」
な
ど
の
指
導

を
行
う
方
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

開
催
時
期

平
成
18
年
９
月
か
ら
平
成
19

年
１
月
頃
ま
で

講
習
日
数

８
日
間
（
週
２
〜
３
回
講
習

を
行
い
、
約
一
ヶ
月
で
修
了
）

開
催
場
所

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

対
象

満
60
歳
以
上
の
方

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

費
用

傷
害
保
険
料
４
０
０
円

茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

�
０
２
９
―
２
４
３
―
４
２
１
７

平
成
19
年
歌
会
始
お
題
は
「
月
」

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
、
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
間

９
月
30
日
（
土
）
ま
で

宛
先

〒
１
０
０
―
８
１
１
１
　
宮
内
庁
　

疑
問
が
あ
る
と
き
は
、
返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
に
、郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

書
き
、９
月
20
日
ま
で
に
宮
内
庁
式
部
職
へ
。

IN
FOR
MATION

お
知
ら
せ

問

問問問

問問

問 問問
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講
座
内
容

共
通
講
座
（
一
般
教
養
）

８
日
間
　
２８
時
間

選
択
講
座

歴
史
・
絵
画
・
陶
芸
・
園
芸

か
ら
一
科
目
選
択
18
日
間
　
72
時
間

対
象
者

県
内
に
居
住
す
る
概
ね
60
歳
以

上
の
方

募
集
期
間

４
月
28
日（
金
）消
印
有
効

申
込
方
法

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
へ

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

申
込
用
紙
の
配
布
先
　

玉
造
庁
舎
介
護
福
祉
課
、

行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
公
民
館

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０
―
８
５
８
６
　
水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８
　
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
内

�
０
２
９
―
２
４
３
―
８
９
８
９

FAX

０
２
９
―
２
４
４
―
４
６
５
２

還
暦
野
球
会
員
水
郷
マ
ス
タ
ー
ズ

生
涯
現
役
で
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
？
現
在
30
数
名
で
活
躍
し
て
い
る

チ
ー
ム
で
す
。
近
い
将
来
、
古
稀
（
70
歳

以
上
）
の
チ
ー
ム
も
発
足
し
ま
す
。

対
象

年
齢
57
歳
以
上
の
方

活
動

３
月
か
ら
11
月
上
旬
ま
で
の
土
曜

日
に
練
習
及
び
試
合

試
合

県
及
び
関
東
各
県
大
会

そ
の
他

過
去
に
県
代
表
と
し
て
全
国
大

会
出
場
経
験
あ
り

代
表
　
飯
島
義
伸

�
０
２
９
９
―
５
６
―
０
１
３
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
は
、
河
川
を
や
さ
し
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

平
成
18
年
７
月
１
日
〜
平
成

20
年
６
月
30
日

対
象

北
浦
ま
た
は
霞
ヶ
浦
付
近
に
住
む

20
歳
以
上
の
方

謝
礼

実
費
程
度

締
切

５
月
８
日（
月
）

国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所

占
用
調
整
課

�
０
２
９
９
―
６
３
―
２
４
１
９

「
茨
城
わ
く
わ
く
学
園
生
き
が
い
創
造
課
程
」

中
央
校
受
講
者

開
講
場
所
　

中
央
校
　
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
　
茨

城
県
総
合
福
祉
会
館
他

国
税
専
門
官
試
験

受
験
資
格
　

①
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

・
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
19
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

・
人
事
院
が
前
述
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
14
日（
金
）ま
で

一
次
試
験

６
月
11
日（
日
）

二
次
試
験

７
月
24
日（
月
）〜
27
日（
木
）

の
う
ち
１
日

関
東
信
越
国
税
局

人
事
第
二
課

試

験
係

�
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

技
能
検
定（
前
期
）受
検
申
請

対
象
職
種

造
園
・
機
械
加
工
・
電
子
機

器
組
立
て
・
左
官
　
ほ
か

申
込
期
間

４
月
４
日（
火
）〜
14
日（
金
）

費
用

実
技
１
５,

７
０
０
円

学
科
３,

１
０
０
円

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

�
０
２
９
―
２
２
１
―
８
６
４
７

茨
城
県
警
察
官
Ａ
Ｂ
採
用
試
験

○
通
常
試
験
（
第
１
回
）

受
験
資
格
Ａ

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

平
成
19
年
３
月
31
日
卒
業
見
込
み
の
者
、

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認

め
る
者

申
込
期
間

４
月
19
日（
水
）ま
で

一
次
試
験

５
月
14
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

６
月
10
日（
土
）〜
14
日（
水
）

○
通
常
試
験
（
第
２
回
）

受
験
資
格
Ａ

通
常
試
験
第
１
回
と
同
じ

受
験
資
格
Ｂ

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
受
験
資
格
Ａ
に
該
当
し
な
い
者

申
込
期
間

７
月
１
日（
土
）〜
８
月
18
日

（
金
）

一
次
試
験

９
月
17
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

10
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

茨
城
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係
　

�
０
１
２
０
―
３
１
４
０
５
８

労
働
基
準
監
督
官

受
験
資
格

１

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

２

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

19
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
14
日（
金
）当
日
通
信
日
付
印
有
効

一
次
試
験

６
月
11
日（
日
）

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
の
み

７
月
25
日
、
７
月
26
日
の
指
定
さ
れ
た
１
日

茨
城
労
働
局
総
務
課
　

�
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
１

問問

問

問

問 問

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
退
任
や
死

亡
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
３
月

１
日
付
で
次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣

並
び
に
茨
城
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

麻
生
　
蒲
縄
地
区
担
当
　
永
作
忠
一

田
町
地
区
担
当
　
羽
生
紀
美
子

新
原
地
区
担
当
　
稲
川
許
枝

北
浦
　
山
田
二
区
担
当
　
内
野
英
治
郎
　


